
再エネ導入支援 154,007

グリーンイノベーション
推進課

MaaS社会実装支援 32,950

交通イノベーション推進課

（新規）
群馬県民会館エリア利活用検
討調査

30,000

地域創生課

就学支援金
（高校生等臨時支援金）

359,761

私学・青少年課

○中小企業者等や個人が太陽光発電設備や蓄電池を導入す
　る際の経費の一部を補助（国庫10/10）。
　※国庫事業の内示に伴う増額。

・当初予算　489,204千円→　補正後　643,211千円

・補助単価　中小企業者等
　　　　　　　太陽光発電設備：5万円/kW
　　　　　　　蓄電池：価格の1/3(上限5.3万円/kWh)
　　        個人
              太陽光発電設備：7万円/世帯
　　          蓄電池：価格の1/3(上限4.7万円/kWh)

○高等学校等就学支援金制度で所得制限を受けている年収
約910万円以上世帯の高校生等を対象に、授業料支援を行
う（国庫10/10）。

・私立高校等　 356,519千円（対象見込：3,001人）
　［年額118,800円/人］
・事務費補助金 　3,242千円

※いわゆる「高校授業料の無償化」に向けて、R8年度から
の私立高校等の加算額の引き上げ等を国で検討中

令和７年度５月補正予算　主要事業一覧

事  　業　  名 予算額
（単位：千円） 補 正 内 容

○群馬県民会館の廃止に伴い、周辺エリアの利活用も含め
て幅広に検討するための基礎調査を行う。

・利活用検討調査　30,000千円
　　文化拠点としてのニーズ調査
　　新たな文化拠点のコンセプト検討　等

○県と前橋、桐生、みどりの３市でつくる上毛電気鉄道再
生協議会と上毛電鉄が連携して実施する、上毛電鉄の
キャッシュレス化（交通系ＩＣカード対応）について、一
部経費を負担。12月からの利用開始を目指し、交通系ＩＣ
カード決済機器の設置を進める。

・総事業費　  173,850千円
　（負担内訳）
　　・国　　  100,000千円
　　・県　     32,950千円
　　・沿線市   32,950千円
　　　（前橋市・桐生市・みどり市）
　　・上毛電鉄  7,950千円



事  　業　  名 予算額
（単位：千円） 補 正 内 容

就学支援金
（高校生等臨時支援金）

611,120

管理課

無許可盛土に係る応急対策工
事

52,745

廃棄物・リサイクル課

尾瀬設備クオリティアップ
（老朽木道再整備工事）

11,100

自然環境課

Ｇメッセ群馬改修に伴う損失
補償

5,194

ｅスポーツ・クリエイティブ
推進課

［企業会計］

桐生川発電所水車発電機等更
新工事

［561,000］

発電課

○Ｇメッセ群馬改修に伴う予約変更について、損失補償金
額が確定した案件から、和解のための補償金を支出するも
の。

・第90回日本泌尿器科学会東部総会　　　　5,194千円

○高等学校等就学支援金制度で所得制限を受けている年収
約910万円以上世帯の高校生等を対象に、授業料支援を行
う（国庫10/10）。

・県立高校　　　  542,151千円（対象見込：4,927人）
・市立･組合立高校  68,969千円（対象見込：582人）
　［年額118,800円/人（全日制）など］

○県土砂条例の許可を受けずに行われた盛土について、行
為者が措置命令に応じないことから、行政代執行により崩
落や土砂流出などを防止するための応急対策工事を実施。

○企業版ふるさと納税を活用し、尾瀬国立公園内の老朽化
した木道の再整備工事を実施。

・再整備工事（大清水尾瀬沼線）　　　　 10,000千円
・企業版ふるさと納税仲介手数料　　　　　1,100千円

補 正 内 容

○桐生川発電所（桐生市）について、固定価格買取制度
（ＦＩＴ）の適用に向け、リニューアル工事を実施。令和
７年度から実施する発電機等の更新について、契約に向け
債務負担行為を設定。
　
　・契約期間　令和７年度～令和10年度
　・事業総額　935,000千円
　　　・令和７年度　374,000千円
　　　・令和８年度　　　　0千円
　　　・令和９年度　187,000千円
　　　・令和10年度　374,000千円

事  　業　  名 予算額
（単位：千円）

債務負担行為

債務負担行為を設定


